
知事の 

所信表明  
　2月26日の招集日に知事から報告のあった
県政の諸問題について、その要旨をお知らせ
します。 

　2月19日未明、野島崎沖で海上自衛隊のイ
ージス艦が、新勝浦市漁協所属の漁船と衝突
する事故が発生しました。今なお漁船の船主
とご長男が行方不明となっており、心が痛み
ます。 
　防衛大臣に対し、県民の大きな憤りを伝え
るとともに、全力を挙げての捜索および徹底
した原因究明と再発防止を強く申し入れました。 
 
　3月の地球温暖化等を議題とする「Ｇ20グ
レンイーグルズ閣僚級対話」の幕張開催を受け、
県内でも環境意識が高まっています。地球温
暖化と生物多様性を一体ととらえ、即時取り
組むものとする主張を神戸環境大臣会合や洞
爺湖サミットなどに発信していきたいと考え
ています。 
 
　県では、「生物多様性ちば県戦略」および新
しい「環境基本計画」を平成19年度内に策
定し、「環境自治」の実現を目指していきます。 
 
　また、「健康県ちば宣言プロジェクト」の一
環として、県民の皆様から「私の健康宣言」
を募集しています。さらに、本日「健康県ち
ば宣言」を発表します。 
 
　中国産冷凍餃子による健康被害の問題では、
本県において極めて深刻な事態となりました。
被害に遭われた方々に、お見舞い申し上げます。 
　県では、緊急に「千葉県食の安全・安心対
策会議」を招集し、県民への周知を図りました。
さらに販売店などへの立入検査や相談窓口の
設置など、被害の拡大防止に努めています。 
 
　乳幼児医療費助成事業では、子どもの通院
に係る助成対象年齢を本年10月から小学校
就学前までに拡大することにいたしました。 
 
　（仮称）九十九里地域医療センター構想を、
断念せざるを得なかったことは極めて残念です。
今後、医療提供体制の確保に向けて、必要な
支援を行ってまいります。 

 
　次に、原油価格の高騰による石油製品や原
材料価格の上昇に対し、全庁体制で「千葉県
原油価格高騰対策本部」を設置しました。 
 
　平成20年度の予算編成に当たり、可能な
限りの財源対策を行いましたが、当初予算段
階では、145億円もの財源不足が生じていま
す。平成20年度中に解消できるように努め
ていく所存です。 
　また、「第4次千葉県国土利用計画（案）」を
本議会に提案いたしました。今後、本計画に
基づき、多様な主体と連携・協働し、里山の
保全、森林・農地の再生、地域の活性化など
を進めていきます。 
 
　観光に関する施策を総合的かつ計画的に推
進する「千葉県観光立県の推進に関する条例
（案）」を本議会に提案いたしました。 
 
　一方、農業産出額全国第2位奪還を目指し、
「園芸」「農産」「畜産」および「販売」の「部門
別緊急戦略」を策定しました。 
　さらに、良好な景観形成を推進するため、「千
葉県良好な景観の形成の推進に関する条例（案）」
を本議会に提案いたしました。 
 
　平成22年、成田空港平行滑走路の北側延
伸が完了すると、成田新高速鉄道、北千葉道
路や圏央道の整備の進捗と相まって、本県に
大きな飛躍の可能性をもたらします。今後と
も地域と成田空港が共に発展する「国際空港
都市」の実現に力を尽くします。 
 
　その他、道路整備、「千葉県消防広域化推進
計画」および議案の概要説明等がありました。 

　平成20年度予算議案を横断的、多角的に審査するために設
置された予算委員会（委員29名）が、3月12日から14日まで
の3日間にわたり開催されました。 
　各委員が県当局に対し、一問一答方式により活発な議論を
展開しました。 

予算委員会を開催  

篠崎　史範 議員 
（民主党）  

しの ざき ふみ のり 

西尾　憲一 議員 
（自民党）  

にし お けん いち 

木下　敬二 議員 
（自民党）  

き  した けい じ 

礒部　裕和 議員 
（民主党）  

いそ べ ひろ かず 

伊藤　　丈 議員 
（自民党）  

い とう つかさ 

臼井　正人 議員 
（自民党）  

うす い まさ と 

阿井　伸也 議員 
（自民党）  

あ い しん や 

竹内　圭司 議員 
（民主党）  

たけ うち けい じ 

亀田　郁夫 議員 
（自民党）  

かめ だ いく お 

吉川　　洋 議員 
（無所属市民の会） 

よし かわ ひろし 

伊藤　　勲 議員 
（自民党）  

い  とう いさお 

西田　　譲 議員 
（自民党）  

にし だ ゆずる 

高松　健太郎 議員 
（民主党）  

たか まつ けん た ろう 

林　　幹人 議員 
（自民党）  

はやし もと ひと 

阿部　紘一 議員 
（自民党）  

あ べ こう いち 

石川　信一 議員 
（公明党）  

いし かわ しん いち 

江野澤　吉克 議員 
（自民党）  

え の さわ よし かつ 
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※4月1日付けで市民ネット・ 
　社民・無所属 
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